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１．はじめに
　今を生きる子どもたちに、身体を動かす活動として必要なのは、どのような内容だろうか。子
どもたちの身体を動かす活動を考える時、多くの問題（体力・運動能力の低下、運動実施状況の
二極化、日常生活での身体の動きの不器用さなど）が挙げられる。子どもたちの身体や運動を取
り巻く環境の変化（特に身体を使わずとも生きられる生活）が原因としてあるだろう。しかし、
幼児期は神経系の機能の発達が著しく、様々な動きを獲得していく大切な時期である。一生涯を
通じた自律的な人間としての営みのための身体動作を身につける上で、多様な動きを体験するこ
と、自ら身体を動かそうとする意欲を持つことが幼児期に大変重要である。
 　本研究は、幼児に向けた身体を動かす活動のプログラムを開発し、保育園での実践を踏まえ
てその効果を省察する実践研究である。筆者らは、幼児向けに身体を動かす実践を指導者として
行っている。そして保育者養成課程の授業において、領域健康の特に運動の内容と領域表現の身
体表現の科目を担当する。
　保育・幼児教育の三法令、幼稚園教育要領（以下、教育要領）・保育所保育指針（以下、保育指針）・
幼保連携型認定こども園教育・保育要領（以下、教育・保育要領）では、運動の内容は領域健康
で身体の表現は領域表現と、別々の領域で書かれている。しかし、身体を使った表現の活動には、
運動として基本的な動きを体験する導入が機能することや、運動種目（例えば跳び箱やマット、
ドッヂボールやサッカーなど）をする前に、表現遊びで身体部位の知覚を促すと効果的なことが
ある。包括的かつ複合的に、子どもたちに必要な身体を動かす実践を考えていくことにしたい。
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２．幼児期に求められる身体を動かす内容：三法令 1 の読み取りから
　国は幼児期の身体を動かす内容について、何を書いて
いるだろうか。まず教育要領（2017）の領域健康（第二
章 ねらい及び内容）では、左記の箇所が関連する。（下
線は筆者）保育指針（2017）の 3 歳以上児の領域健康、
教育・保育要領（2017）の満 3 歳以上の園児の領域健康
でも、文言がほぼ同様 2 に書かれている。
　「多様な動きを経験する中で、体の動きを調整するよう
にすること」の箇所は 2017 年の改訂で新しく追記され
た部分である。この「多様な動き」に関しては、文科省
が 2012 年に出した幼児期運動指針（以下、運動指針）が
基になっていることは明らかだろう。幼児期にどのよう
な運動を体験するべきか示した。「体のバランスをとる動
き」、「体を移動する動き」、「用具などを操作する動き」
の 3 つの分類で具体的な動き3 を示し、それらの動きを含
む遊びを挙げている。「多様な動き」をどう捉えるか、吉
田（2017）を参考に、本稿では、できる基本的な動きが
1 つ 1 つ増えていき、動きのレパートリーが多様になる
こと、1 つの動きから空間的・時間的・力量的な変化を
つけて動きのバリエーションが多様になることという解
釈を行う。
　そして、「進んで運動しようとする」「自ら体を動かそ
うとする」については、子どもたち自らが、身体を動かす活動に参加するか選ぶ、また指導者に
指定された動きだけではなく、子どもたちの意思で自らの身体を動かすことだと考える。さらに
「十分に体を動かす気持ちよさ」「体を動かす楽しさ」という部分から快感情と共に身体の活動が
あることが望ましいと読み取る。強制されるエクササイズではなく、面白いからやるプレイの感
覚が、身体活動には必要だろう。
　続いて、教育要領（2017）の領域表現では、動きによる表現について書かれており、上に関連
する箇所を抜粋する。保育指針（2017）の 3 歳以上児の領域表現、教育・保育要領（2017）の満
3 歳以上の園児の領域表現でも、同様に書かれている。文言としては「身体」の動きによる表現
とは書かれていない。学校教育法 4 を踏まえると三法令の中で求められていることは、動きによ
る表現として「身体」によるものを含むと解釈できる。何かになったつもりで、そのイメージを
身体全体で意識すること、考えたことや感じたことなどの自分の内面を身体の動きとして表すこ
とである。また、身体の動きによる表現だけの実践ではなく、音や言葉や形などから感化されて
動いたり、または動きに音や言葉を付け加えたりなど、他の表現素材との双方向的な活動が求め
られていると読み取る。
幼稚園教育要領より
⾝体を動かす内容が書かれた箇所の抜粋
（下線は筆者）
健康
ねらい (2) ⾃分の体を⼗分に動かし，進ん
で運動しようとする。
内容 (2) いろいろな遊びの中で⼗分に体を
動かす。
内容の取扱い
(1) ⼼と体の健康は，相互に密接な関連があ
るものであることを踏まえ，幼児が教師や他
の幼児との温かい触れ合いの中で⾃⼰の存在
感や充実感を味わうことなどを基盤として，
しなやかな⼼と体の発達を促すこと。特に，
⼗分に体を動かす気持ちよさを体験し，⾃ら
体を動かそうとする意欲が育つようにするこ
と。
(2) 様々な遊びの中で，幼児が興味や関⼼，
能⼒に応じて全⾝を使って活動することによ
り，体を動かす楽しさを味わい，⾃分の体を
⼤切にしようとする気持ちが育つようにする
こと。その際，多様な動きを経験する中で，
体の動きを調整するようにすること。
表現
内容 (4) 感じたこと，考えたことなどを
⾳や動きなどで表現したり，⾃由にかいた
り，つくったりする。
(8) ⾃分のイメージを動きや⾔葉などで表
現したり，演じて遊んだりする楽しさを味わ
う。
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　このように身体を動かす活動は、三法令の中では領域健康と領域表現で特に書かれており、領
域健康の方では生活習慣の一つである運動という文脈で、そして領域表現の方では音や言葉や形
や色などによる表現活動と同等に身体の動きによる表現として求められている。ただ、保育・幼
児教育の 5 領域という考え方には、子どもたちの生活や発達を多角的に捉えようとするねらいが
ある。健康・人間関係・環境・言葉・表現の各領域は、独立して成り立っているのではない。複
合的に重なり合い、関連し合う。以上を踏まえて、運動だけ、または表現だけにねらいを定める
活動よりも、領域を複合的につなぐ身体を動かす活動が幼児期に求められていると考える。
３．先行研究の概観
　保育・幼児教育現場における幼児期の身体を動かす活動に関する先行研究を概観したい。
　松田ら（2014）・岸本（2018）の調査では、運動指針は保育・幼児教育現場で活用されている
とは言い難い。岸本（2018）は、保育者が実施している身体を動かす機会について自由記述式の
調査から把握を試みている。鬼ごっこなどの集団遊びや遊具・手具による環境づくり、リトミック・
リズム運動、散歩や雑巾がけなどの生活内容、自治体が派遣する体育指導員による取組み、既成
の運動プログラムの実施など、多岐に渡る事例を挙げる。しかし実際にどのように多様な動きの
体験になっているか、プログラムの内容への精査はされていなかった。多胡（2018）は、保育者
への質問紙調査から、発達に即した遊びや色々な遊びを取り入れ、楽しく遊ぶことの重要性には
理解があるが、保育者は多様な動きを取り入れることについては意識が弱いと考察している。ま
た同調査で 13 の保育園・幼稚園での活動事例が挙がるが、駆け足、マラソン、マット・跳び箱、
水泳、既成の運動プログラム、サーキットトレーニング（異なる種目や種類の運動を順番に行う
方法）など運動に特化した取組みが主に行われている。青野（2018）の発表では、保育園・幼稚
園の運動会では出現する基本的な動きが限られたものであることがわかる。運動種目にだけ取組
むことや、指導者が指定した動きのいくつかを行うことでは、子どもにとって特定の身体の動き
の体験にしかならないことが考えられる。
４．研究目的
　指導者が動きを提示し運動する内容と、イメージから身体を動かす表現の内容の双方を組み合
わせたプログラムを作成すること、このプログラムが多様な動きを引き出す可能性があるか、自
発的な活動となりうるか、検討・考察することを目的とする。
　プログラム作成のねらいとして、子どもの発達に合わせた運動指針に示される基本的な動きを
行うこと、その基本的な動きのバリエーションを行う活動であることを挙げる。単に運動の量に
主眼を置いた取り組みではなく、プログラムの中で 1 人の子どもが多くの種類の動きを体験でき
る活動を目指した。また、自ら進んで運動しようとする意欲を育むこともねらいとし、子どもた
ちの自発的な活動であり、子ども自身が決めて身体を動かす内容も含むようにした。
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5．研究方法
　身体を動かす活動のプログラムとして、表１に示す 30 分間の内容を構成した。導入・まとめ
では、ストレッチや準備体操、音楽に合わせたダンスなど、様々なレパートリーの基本的な動き
を指導者が提示し体験する内容とした。展開では、絵本『だるまさんが』5 を用いて子どもたち
が自発的に動きを生み出す活動を実施した。活動には段階を作り、展開①絵本の読み聞かせとい
う身体を動かさない段階からスタートし、徐々に身体を動かしていく段階へと活動をデザインし
た。身体を動かす段階では、展開②絵本のオノマトペに誘発されて動く、展開③指導者の考えた
オノマトペによって動く、展開④子ども自らオノマトペを考えそれを基に動くという段階を踏ん
だ。30 分間のプログラムの中で、運動指針が示す 28 の動きの内 11 以上の基本的な動き、基本
的な動きのバリエーションも含めると約 64 の動きの体験を見込んで構成した。
表１ プログラム（案）
活動内容 体験を⾒込んだ動き
導
⼊
・挨拶 座る
・⾬の⾳を叩いてみよう
胡座で座り、晴れ〜⼟砂降りの景⾊を想像し
ながら⾃分の太ももを叩き、⾬の⾳を奏でる。
座る・叩く 
・「てくてく歩こう」
⾳楽に合わせて様々な歩き⽅で歩く。「おはよ
う」などの挨拶の歌詞の部分では、指導者が
提⽰した挨拶の動きを 4 回、⼦ども⾃らが即興
的に考えた動きを 2 回⾏う。
歩く（歩く、⼿拍⼦をしながら歩く、後ろ歩
き、つま先歩き、かかと歩き）・⾛る・這う
（⾼這い）・はねる（けんけんぱ・左右に移
動しながら跳ねる）・振る（尻・腕）・挙げる
（腕・肩）・回す（頭）・お辞儀する 
⼦どもが即興的に⾏う動き[2]
・ストレッチと準備体操
⻑座体前屈・開脚しての前屈や体側伸ばし・
背倒⽴・腹ばいで背中を反らす・様々な種類
のジャンプ・⽚⾜バランスなど
座る ・ 倒す(上半⾝)・ 寝ころ ぶ・ 挙げる
（腕・脚）・跳ぶ（⾜をそろえて・⾜を閉じ
たり開いたりして・⾜を前後に開いて）・⽴
つ（⽚⾜で）・起きる
展
開
①
・『だるまさんが』の読み聞かせ 座る
展
開
②
・『だるまさんが』の読み聞かせに合わせて、
「どてっ」「ぷしゅー」「びろーん」など登場す
るだるさんになりきって動く。
揺 れ る ・ 転 が る ・ し ゃ が む ・ 突 き 出 す
（尻）・伸びる・挙げる（腕）・⽴つ
展
開
③
・「だるまさんが」の後に続くオノマトペを指導
者が考え、それに合わせて動く。
「しゅっしゅっ」「びりびり」「にょろにょろ」
「かきかき」「どっかーん」
⼦どもが即興的に⾏う動き[5]
展
開
④
・4 歳児、5 歳児でグループに分かれて「だるま
さんが」の後に続くオノマトペを 3 つ考える。
・考えたオノマトペに合わせての動き発表す
る。
⼦どもが即興的に⾏う動き[3]
ま
と
め
・「さんぽ」の⾳楽に合わせて⾝体を動かす。
・どのような動きがあったか、いろいろな動き
が出たことを振り返る。
歩く・ くぐる・はねる （ホップ・ケンケ
ン）・踏む・⾛る・振る（⼿）・回る・しゃが
む・寝ころぶ・押す・起きる・跳ぶ・かが
む・伸びる・回る
※太字は運動指針で⽰されている 28 の動きに該当するもの
※[  ] 内は観察が⾒込まれる動きの総数
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　実施するにあたり指導者が活動中に留意した点は次のようである。指導者が動きを提示する際
は単に言葉かけだけでなく指導者が常に一緒に動いて行った。絵本『だるまさんが』の活動にお
いては、展開①で絵本の内容を全ての子どもに知らせる、展開②では「だるまさんが」の部分の
み指導者も絵本を見せながら一緒に動くことによって、だるまさんのマネをして動くということ
に子どもが慣れるよう導く、展開②のオノマトペ部分と展開③④では指導者は動きを止め、指導
者の模倣ではなく子ども一人一人が想起したイメージで動くことをねらいとした。また、展開③
④の即興的にオノマトペに動きをつける活動の際に、表現がスムーズに出ない子どもやタイミン
グが取れない子どもがいることが予想されたため、「だるまさんが」に続くオノマトペは指導者
が一度ではなく何度か復唱し、子どもたち一人一人が考えた動きを行えるように配慮した。
対象：東京都内 A 保育園 4 ～５歳児　19 名
　　　（4 歳児 9 名（男児 5 名 女児 4 名）　5 歳児 10 名（男児 8 名 女児 2 名））
日時：2019 年 7 月 4 日（木）10 時～ 10 時 35 分
場所：A 保育園の対象児の保育室
記録方法：活動場所の後方より、デジタルカメラ 1 台で映像収録を行った。活動の展開とそれに
合わせて現れた子どもたちの動きを映像で記録した。
分析・考察方法：映像を基に分析・考察を行った。分析はダンス・身体表現・運動の指導歴 10
年以上の者 2 名が行い、運動指針の基本的な動きを基に映像から動きを抽出した。
　調査対象の A 保育園では、3 ～ 5 歳児は年齢を混合にした縦割りクラスで生活している。日々
の生活では子どもたちが一斉に同じ活動をする一斉型の保育ではなく、子ども一人一人が遊びや
活動を選ぶことのできる自由保育を尊重している。2012 年から 3 ～ 5 歳児を対象に、筆者（増田）
が指導者として月に 1 日程度、1 回 30 分～ 1 時間程度、「運動あそび」と園では呼称される活動
を実施している。体つくりを目的とした基本的な運動体験のほか、音楽に合わせた動きの活動や
子ども自らがイメージをして動きをつくりだす表現の内容を実践している。自由保育という園の
特色から、「運動あそび」に子どもが参加するかどうかは、子ども一人一人が決めている。参加
しないと決めた子どもは、保育室の他のスペースで自分の遊びを続ける、もしくは活動の内容に
よって自分の遊びと「運動あそび」への参加を行き来する場合もある。
6．結果と考察
　まず、30 分間のプログラムのうち、導入・まとめの活動は主に指導者が提示した動きを体験
する内容であった。映像分析から、子どもたちはこれらの活動において、指導者が提示した動き
を全て模倣し体験していたため、プログラム作成時に体験を見込んだ動きはすべて達成されたと
言える。
　次に、展開②～④で見られた子どもの動きをそれぞれ表 2、表 3、表 4 にまとめた。これらが
示すように、展開②「絵本の読み聞かせに合わせてだるまさんになりきって動く」では、１つの
オノマトペに合わせて 2 ～ 6 の動きが見られた。展開③「「だるまさんが」に続いて指導者の考
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えたオノマトペに合わせて動く」では、6 ～ 14 であった。展開④「自分たちで考えたオノマト
ペに合わせて動く」では 2 ～ 6 であった。どの段階においても 1 つのオノマトペに対して子ども
が生み出した動きは１ではなく、2 以上、最も多くて 14 の動きが観察された。
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
表 3 展開③で観察された⼦どもの動き 
オノマトペ 観察された⼦どもの動き 
﹁
し
ゅ
っ
し
ゅ
っ
﹂ 
・細かくジャンプする 
・ポンプで空気を⼊れるように、両⼿をグーにして細かく上げ下げする 
・⽯鹸のポンプを押すように、⽚⼿の掌を下にして前に出し下に細かくおし下げる 
・全⾝を固定し、膝を細かくバウンスさせる動き 
・⽚⾜でジャンプしながら、もう⼀⽅の⾜を床にタップする 
・両⼿をグーにして細かく回しながら腕を伸ばす                  [6] 
﹁
に
ょ
ろ
に
ょ
ろ
﹂ 
・両⼿を合わせくねらせながら上げ下げする 
・床に寝転び、蛇のように⾝体をくねらせる 
・⼿や腰をくねらせながら歩く 
・上体を⼩さく丸めて全⾝をくねらせる 
・しゃがんで膝をつかみ左右に揺する 
・⾝体を左右に揺すりながら⼩さくなる 
・うつ伏せで寝た状態から、四つん這い、またうつ伏せを繰り返して前進する 
・四つん這いでお尻を左右に揺らす 
・床にうつ伏せに寝転び、仰向けになったりうつ伏せになったりと転がる       [9] 
﹁
び
り
び
り
﹂ 
f.⾝体に電気が⾛るように、両⼿を固定して細かく震わせる 
g.両⼿を震わせながらその場で⾛る 
h.両⼿を上に伸ばし地団駄を踏む 
i.うつ伏せで寝て状態を起こし、⽚⼿を細く震わせる 
j.⽚⾜で⽴ち、反対の⾜を⾼く上にあげ、両⼿も⼤きく上に伸ばして細かく震わせる 
k.⾝体を固定し、頭を細かく左右に震わせる 
l.⾝体を固定し何度も細かく時ジャンプする 
表２ 展開②で観察された⼦どもの動き
絵本 観察された⼦どもの動き
「どてっ」 a.体側を床につけて転がる
b.両⾜で⽴ち、上体を前に倒し⽚⼿を床に⽚⼿を天井へ伸ばす
c.左⾜を浮かし、右⼿を床に着き、右⼿と右⾜でバランスをとる
d.開脚し前屈する
e.仰向けに転がる
・友だちに覆いかぶさる（姿勢は b と同じ） [6]
「ぷしゅー」 ・⾜を開脚し、前屈する
・うつ伏せで寝る
・上体を前に倒し両⼿を床に着く
・正座の状態で、上体を前に倒す
・しゃがんだ上体で上体を⼩さく丸める
・正座の状態でお尻を上に突き出し、上体を前に倒す [6]
「ぷっ」 ・⽴ってお尻を突き出す
・直⽴で静⽌する
[2]
「びろーん」 ・両⼿を挙げ、⾜がつま先⽴ちになる程度まで⾝体を上に伸ばす
・両⼿を挙げながらジャンプする
[2]
「にこっ」 ・両⼿をピースにして笑顔
・両⼿をグーにしてあごにつけ笑顔
・上体を横に傾けて笑顔
・直⽴して笑顔
[4]
※ [  ] 内は観察された動きの総数
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m.⽚⼿を上に反対の⼿を横に伸ばし、細かくけんけんしながら横に移動する 
n.上体を固定し、⽚⾜を上げて細かく震わせる（左右交互に⾏う） 
o.上体を丸めて固定し、地団駄を踏む 
・床に転び、体側を床につけて寝転んだ状態で両⾜を上にあげ震わせる 
・仰向けに寝て両⼿⾜を挙げ震わせる 
・全⾝を震わせながらその場で⾛る 
・左右に細かく上体を揺らす                             [14] 
﹁
か
き
か
き
﹂ 
・ロボットのように腕を静⽌させながら動かす 
・ロボットのように腕を静⽌させながら動かしながら歩く 
・⾝体を搔きむしる動き 
・両⼿で持った何かを⾷べる 
・⻭磨きをするように⽚⼿をグーにして肘を⽀点に細かく震わせる 
・ひざ⽴ちで座り、⽚⼿をグーにしてハンマーのように細かく叩きながら、もう⼀⽅の⼿を床につ
いて膝で移動する 
・頭を横に傾け全⾝を静⽌ 
・両⾜を広げ膝を曲げ、上体を固定して左右に振りながら歩く 
・だるまさんの模倣のまま、両⼿を細かく上げ下げする                 [9]  
﹁
ど
っ
か
ー
ん
﹂ 
・⾼く垂直にジャンプする 
・⾛ってジャンプする 
・⼆⼈組みで向かい合って⼿をつなぎながらジャンプする 
・うつ伏せで寝て脱⼒する 
・⼤きく⾜を上げながら歩く 
・ジャンプして床に転がる 
・ジャンプしてしゃがんで着地した後、開脚して上体を前に倒す 
・⼩さくジャンプして両⼿⾜を横に広げ膝を曲げて着地する 
・両⾜を広げ、両⼿を上に伸ばした上体から⼤の字へと広げる 
・⽚⾜を⼤きく上げ、軸⾜の側から床に転がる                     [10] 
 
表 4 展開④で観察された⼦どもの動き 
グループ オノマトペ 観察された⼦どもの動き 
４
歳
児 
「ぽこ」 
 
・⽚⾜を振り上げ地⾯に打ち付ける 
・両⼿でお腹を叩く 
・ジャンプして⽚⾜で着地を交互に繰り返す 
・両⾜で細かくジャンプする 
・両⼿を横に広げ、膝の屈伸を繰り返す 
・両⼿を頬に当てる 
・地⾯に両⼿を着いたまま両⾜でジャンプをしたり膝の屈伸を繰り返す 
・頬を交互に膨らませる                                                                          [8] 
「ざぎざぎ」 
 
・地⾯に両⼿を着いたまま両⾜でジャンプをしたり膝の屈伸を繰り返す 
・頬を交互に膨らませる 
・その場で⾛りながら両⼿を交互に上下させる 
・正座をし、床の砂をかき集めるように⼿を動かす 
・両⼿を床に着いた上体で歩く 
・細かく⾛りながら前後に揺れ動く               [6] 
「ざー」 
 
・⽚⼿を⼤きく回す 
・その場で⾛りながら両⼿を交互に上下させる 
・⾛って移動しながら両⼿を交互に上下させる 
・その場で⾛りながら両⼿を同時に上下させる 
・うつ伏せで寝てほふく前進のように進む 
・⼆⼈組みで向かい合って両⼿をつなぎ上下させる        [6] 
５
歳
児 
「ぼよんぼよ
ん」 
・両⾜でジャンプする 
・両⾜を床に着けたまま膝をバウンスさせる           [2] 
「ぺらぺら」 
・腕を前や横に広げ、柔らかく動かす 
・全⾝が紙になったように柔らかく動く 
・両掌を上に向け招き⼊れるように⼩指から握っていく 
・うつ伏せで寝て全⾝を柔らかく動かす 
・両⼿を細かく震わせながらジャンプする            [5] 
「さらさら」 
・⼆⼈組みで抱き合い、お腹をこするようにして揺れる 
・両⼿の指を細かく動かしながらゆっくりと膝を曲げて⼩さくなる 
・しゃがんだりうつ伏せで寝た状態で、両掌で床を擦る 
・⾸を左右に揺らしながら、両⼿を左右に揺らして下ろす     [4] 
※ [  ] 内は観察された動きの総数 
 
 
 
 
※ [  ] 内は観察された動きの総数
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　次に、観察された子どもの動きに多様さがあるかを検討する。表 5 は展開②のうち、「どてっ」
というオノマトペに合わせて見られた動き（表 5 の a ～ e）をデッサン人形作成アプリの『ポー
ズ作り』（chi wang 開発）にて動きの一瞬を静止したイラストとして再現したものである。この
5 つのイラストは全て「転がる」という動きであるが、絵本に描かれただるまさんの動きの真似
である a「体側を床につけて転がる」という動きだけにとどまらず、それ以外に b ～ e の 4 種類
の「転がる」動きのバリエーションが見られたことを示している。指導者から「自分なりの転が
り方をしてみよう」などの促す声かけはなく、子どもたちが自発的に動きを変化させ独自の動き
として表現したと読み取れる。
　さらに、表 6 は展開③のうち、「びりびり」というオノマトペに合わせて見られた一部の動き（表
3 の f ～ o）を示したものである。展開②同様、表 6 の f.g.i.j.n のように同じ「震える」動きであっ
ても姿勢や動かす体の部位によって多様な「震える」動きのバリエーションが見られた。また、
基本的な動きに着目すると、「震える」だけではなく「揺れる」「跳ぶ」「走る」などの動きも見
られた。さらに、g の「震える」「走る」、j の「震える」「蹴る」、m の「跳ぶ」「移動する」のよ
うに、1 の動きの要素だけではなく、2 の動きの要素が同時に行われる動きもいくつか見られた。
つまり、1 つのオノマトペに対して子どもたちが創り出した動きは、「震える」「揺れる」「蹴る」「走
る」など動きのレパートリーが広く、また同じ動きであっても動かす部位や動かす姿勢が様々で
あったり、「震えながら走る」「震えながら蹴る」など２の動きを同時に行うものがあったことか
ら、多様なバリエーションの動きも観察されたと考える。
表 5 展開②の「どてっ」で⾒られた⼦どもの動きの姿勢
a b c d e
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　さらに、全プログラムを通して 1 人の子どもが体験した動きの数を分析・検討する。表 7 では
最も動きの体験数が多かった子ども B が導入からまとめまでの全プログラムで行った動きをま
とめた。ここでは、指導者が提示した動きの模倣であった部分を除き、子どもが自発的に動きを
創り出す導入・展開の内容のみを示す。30 分間のプログラムの中で、11 以上の基本的な動き、
基本的な動きのバリエーションも含めると 64 の動きの体験を見込んでいたが、基本的な動きに
ついては同数である 11 の動きとなり、基本的な動きのバリエーションでは見込み数を超え、109
の動きが観察された。特に体験した動きの数を増やした要因は、展開①で初めて絵本の読み聞か
せを行う際、プログラム作成時は子どもたちが座って聞く姿を予想していたが、実際にはオノマ
トペを読みあげると絵本の真似をして動く姿が見られたことだ。子どもたちがよく知った絵本の
オノマトペやデフォルメされた絵が自発的な活動へと促したと考える。さらに、展開①ですでに
絵本の読み聞かせに合わせて動く姿が見られたため、展開②では同じ動きが繰り返されると想定
されたが、実際には展開②では展開①の動きを少し変化させた動きが観察された。これは、展開
①の段階を経て、展開②では子どもたちが自発的に動きを変化することを楽しんだ結果であると
考える。また、展開③・④で 1 つのオノマトペに対して 1 人の子どもが２～ 3 の動きを体験して
いることが示されている。これは、1 人の子どもが 1 つのオノマトペに対して 2 ～３の動きを創
り出したことや、自分で考えた動きだけでなく、他の子どもの動きを模倣して体験していた結果
であると考える。基本的な動きのレパートリーが増えず、基本的な動きのバリエーションが増え
た要因として、表現の活動で見られた動きの多くが運動指針が示す 28 の動きのみには当てはま
らない動きであったことが挙げられる。
表 6 展開③ 「びりびり」で⾒られた⼦どもの動きの姿勢とその動き
f g h i j
震える 震える・⾛る 踏む 震える 震える・蹴る
k l m n o
振る 跳ぶ 跳ぶ・移動する 蹴る・震える 揺らす
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　以上の結果より、絵本『だるまさんが』を用いた身体を動かす活動において、絵本の持つデフォ
ルメされた絵と言葉のリズムによって子どもたちは自らオノマトペに合わせて動く活動を展開
し、その後、自発的に動きを生み出す活動へと発展した。さらに、オノマトペを変化させること
により、様々なイメージを想起させ多様な動きの体験に至る活動となった。グループでの活動で
あったことも、他の子どもの動きを真似したり、自分だけの動きを模索したりするなどして、様々
な動きの体験を促す要因となったと考える。また、多様な動きの体験を可能にした大きな前提と
して、導入での基本的な動きの体験があったことが挙げられるだろう。よって、基本的な動きを
行う「運動」の活動とイメージから身体を動かす「表現」の活動の双方を組み合わせることによ
り、子どもが自発的に動く活動となり、多様な動き（多様なレパートリーの基本的な動きとその
バリエーション）を引き出す可能性があると考える。
1 
 
表 7 ⼦ども B が体験した動き（指導者が提⽰した動きの模倣であった部分を除く） 
 活動内容 ⼦ども B が⾏った動き ⼦ども B が体験した動き 
導
⼊ 
・「 て く て く 歩
こう」ににおけ
る表現の部分 
・しゃがんで⽴つ 
・膝を曲げてバウンスする 
・両⾜でジャンプする 
・⽚⾜を軸に回る 
しゃがむ・⽴つ・はずむ 
はねる・回る 
展
開
① 
・『 だ る ま さ ん
が』の読み聞か
せ 
・座って聞く 
・両⼿を挙げ両膝を曲げてうつ伏せで寝る 
・割座で前屈する 
・⽴ち上がる 
・お尻を突き出して⽴つ 
・背伸びで⽴つ 
座る・寝ころぶ・起きる・
挙げる（腕）・倒す・突き
出す（尻）・⽴つ・伸びる
（つま先⽴ち） 
展
開
② 
「どてっ」 ・左⾜を浮かし、右⼿を床に着き、右⼿と右⾜で
バランスをとる 
・⽴ち上がる 
⽴つ（⽚⾜・直⽴・つま先
⽴ち）・倒す（上体）・押す
（⼿）・起きる・座る・挙
げ る （ 腕 ）・ 伸 ば す （ 全
⾝）・曲げる（肘） 
「ぷしゅー」 ・⾜を開脚し、前屈する 
「ぷっ」 ・直⽴で静⽌する 
「びろーん」 ・両⼿を挙げ、⾜はつま先⽴ちになる程度まで⾝
体を上に伸ばす 
「にこっ」 ・⽴つ・両⼿をグーにしてあごにつけ笑顔挙げる 
展
開
③ 
「 し ゅ っ し ゅ
っ」 
・⽯鹸のポンプを押すように、⽚⼿の掌を下にし
て前に出し下に細かくおし下げる 
・ポンプで空気を⼊れるように、両をグーにして
細かく上げ下げする 
・細かくジャンプする 
押す（⽚⼿・両⼿）・跳ぶ 
「 に ょ ろ に ょ
ろ」 
・うつ伏せで寝た状態から、四つん這い、またう
つ伏せを繰り返して前進する 
這う 
「びりびり」 ・両⼿を震わせながらその場で⾛る 
・仰向けに寝て両⼿⾜を挙げ震わせる 
震える（⼿・脚）・⾛る・
寝ころぶ・挙げる（⼿⾜） 
「かきかき」 ・両⼿で持った何かを⾷べる ⽴つ・持つ 
「どっかーん」 ・⼤きくジャンプする 
・⼩さくジャンプし両⼿⾜を横に広げ膝を曲げて
着地 
・⼆⼈組みで向かい合って⼿をつないでジャンプ
する 
跳ぶ（⼤きく・⼩さく）、
⽴つ・組む 
展
開
④ 
「ぽこ」 ・両⾜で細かくジャンプする 
・頬を交互に膨らませる 
跳ぶ・⽴つ 
「ざぎざぎ」 ・その場で⾛りながら両⼿を交互に上下させる ⾛る・挙げる（腕） 
「ざー」 ・その場で⾛りながら両⼿を同時に上下させる 
・⼆⼈組みで向かい合って両⼿をつなぎ上下させ
る 
⾛る・挙げる（腕）・組む 
※太字は運動指針で⽰されている 28 の動きに該当するもの 
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7．おわりに
　今回の研究を踏まえ、子どもが身体を動かす活動を考える時、教育要領、保育指針、教育・保
育要領で領域が複合的に重なり合い関連し合うように、領域健康で扱われる「運動」と領域表現
で扱われる「身体における表現」は別々に取り扱われるのではなく、関連を持って行われること
が望ましいのではないだろうか。身体を動かして遊ぶ機会が減少している今の子どもたちにとっ
て、幼稚園や保育園、認定こども園の生活の中で身体を動かす時間は貴重であるだろう。吉田
（2017）は多様な動きを引き出す保育者の援助として、動きを身につけるためには、その動きの
経験が必要であることを述べている。そして、レパートリーの多様さを引き出すためには、経験
しにくい動きを引き出す環境構成、教材の選定、やり方の工夫を挙げ、バリエーションの多様さ
を引き出すためには、子どもにとっての自由度、選択できる環境を用意することを挙げている。
今回の活動のように、身体を使った運動遊びで様々なレパートリーの基本的な動きを経験させ、
子どもが自由に動きを創造する表現遊びでバリエーションのある動きを引き出す方法は、多様な
動きを経験することが目的の活動に有効であると考える。
　今後も「運動」と「表現」の領域を跨ぐ活動の提案をしていきたい。今後の課題としては、長
期的に活動を続けることによって得られる効果を探ることが必要であると考える。また、今回は、
ストレッチや準備体操、リズムに合わせたダンス、そして絵本「だるまさんが」の表現遊びのプ
ログラムから多様な動きの体験の有効性を探ったが、道具を使った活動など他にもまだ多くの「運
動」と「表現」を組み合わせた身体を動かす実践を行っている。それらの活動の効果についても
分析・検討していきたいと考える。
注
1　2017 年に教育要領と保育指針、そして教育・保育要領と三法令が同時に改定された。改訂のタイミング
　 からも、別々に基準を示すのではなく今後さらに 3 つの幼児教育施設で同じ質やレベルの教育・保育の実
　 施が保障されるように、揃えていくことを意味するだろう。保育所も、2017 年の改訂で初めて「幼児教
　 育施設」として位置づけられた。
2　「教師」の箇所が「保育士等」または「保育教諭等」となっている。
3　「「動きの多様化」とは、年齢とともに獲得する動きが増大することである。幼児期において獲得してお
　 きたい基本的な動きには、立つ、座る、寝ころぶ、起きる、回る、転がる、渡る、ぶら下がるなどの「体
　 のバランスをとる動き」、歩く、走る、はねる、跳ぶ、登る、下りる、這（は）う、よける、すべるなど
　 の「体を移動する動き」、持つ、運ぶ、投げる、捕る、転がす、蹴る、積む、こぐ、掘る、押す、引くなどの「用
　 具などを操作する動き」が挙げられる。通常、これらは、体を動かす遊びや生活経験などを通して、易し
　 い動きから難しい動きへ、一つの動きから類似した動きへと、多様な動きを獲得していくことになる。」（幼
　 児期運動指針より抜粋）
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4　学校教育法（2007）の幼稚園の教育の目的を定めた第 23 条では、「5. 音楽、身体による表現、造形等に
　 親しむことを通じて、豊かな感性と表現力の芽生えを養うこと。」（下線は筆者）とある。
5　絵本『だるまさんが』は 2008 年にブロンズ社から発刊された 0 歳から読める絵本である。岡林・佐野（2016）
　 は「だるまさんが」を用いたオノマトペと動きによる表現活動から音楽の仕組みの理解につながると考察
　 している。オノマトペ絵本であること、言葉のリズムやデフォルメされた絵が子どもたちのイメージを促
　 すと考え教材に選んだ。
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